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アナザーパスを有する建築
神奈川県足柄下郡真鶴町を対象として

山家研究室　三浦悠介

研究概要：常時通れるわけではないが、特定の出来事によって街を地続きにしている空間
　　　　 　を「アナザーパス」と称し、真鶴町を対象としたアナザーパスを有する建築の
　　　　　 提案である。

研究目的：建築がアナザーパスを有している場合もあり、有する際の工夫が形態に影響を
　　　　　 及ぼしていると考えられるが、有した建築の形態、用途や機能、公私の領域は
　　　　　 画一的となっている。そこで、有する際の空間可能性とアナザーパスの存在に
　　　　　 よる地域構造の在り方について追求することを目的とする。

敷地ごとにプログラムが異なるため、最低限必要な機能や寸法体系を色々扱うのに
苦労しました。また、出来事と連動する形のアイディアを建築空間へすり合わせて
いくのには神経を使いました。

研究成果

苦労した点や感想など：

エリア1:真鶴駅前通りエリア
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人の営み(公私の曖昧な住まい方、干物作り、クリエイティブリユースなど)が特定の出来事となり出現するアナザーパスを有する

エリア2:旧真鶴銀座エリア
植栽や他生物の活動サイクル、非日常的な活動(植栽の成長、ミツバチの活動時期、祭事など)が特定の出来事となり出現するアナザーパスを有する


